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１．研究開発の概要 

 本研究開発は、立体物の実写映像を電子映像部品

（立体映像部品）としてコンテント制作に利用する

ことを目的としたもので、特に、高精細で立体感・

臨場感のある立体映像部品の作成と、これと実写映

像を用いた違和感の少ないコンテント制作技術の開

発を目標としている。 

 本研究開発は次の２つの開発課題からなっている。 

ア．「物体を立体映像情報として部品化する技術」 

イ．「部品化した立体映像データと実写映像を合成 

   するコンテント制作技術」 

 本研究開発は、上記２課題を不可分のものとして、

平成１０年度から開始した。 

 

２．研究開発の内容 

２-１ 研究開発の背景 

 ＣＳ、ＢＳさらに地上波を用いたディジタル放送

が事業化され、放送の多チャンネル化が進むととも

に、各種ディジタルマルチメディアの普及が急速に

進みつつある。このような多メディア多チャンネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況下においては、サービスの内容、即ちコンテン 

トを効率的かつ安価に制作、処理、流通させるため 

の技術が極めて重要となってくる。 

 例えば、パーソナルコンピュータ上で誰でも容易

に高精細で立体感・臨場感の高いコンテントを制作

することができれば、放送分野においてはスタジオ

や大道具・小道具等が不要となり、番組制作コスト

の著しい低減が期待できる。この技術は、ゲームそ

の他のＣＧ制作、テレショッピング用コンテント制

作など、各種コンテント制作の効率化、低コスト化、

高画質化につながり、さらには美術品映像アーカイ

ブへの応用、ＣＡＤデータの取得、服飾デザインへ

の応用等々、極めて広範囲の応用が期待できる。ま

た、コンテント制作における新たな映像表現手法の

開拓にも有効に寄与することが期待できる。 

 本研究開発の成果がコンテント制作にどのように

用いられるかのイメージを図１に示す。 

 

２-２ 研究開発の目標 

 本研究開発の具体的目標を表１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本研究開発によるコンテント制作のイメージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-３ 研究の方向 

 本研究開発では、立体物のモデリング法の高度・

高精度化と、立体映像部品から任意の照明条件下の

映像を再構成する技術の開発が第一の課題となる。

前者についてはこれまで、接触型・非接触型形状計

測技術を含めて多くの方法が提案されているが、実

写映像と合成してコンテントを制作できるレベルに

無く、また、後者に関する研究は例が少なく、合成

時の違和感を払拭するには至っていない。 

 本研究開発では前者につき、連続するフレーム画

像を用いた多眼画像のマッチング法を基本として形

状計測の高度・高精度化を図る。また、後者につい

ては立体物の表面反射特性の取得法、撮像時の照明

条件の排除法等について研究開発を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究開発実績 

 平成１０年度は研究開発の初年度として、立体映像

部品作成システムの要求条件を明らかにすることを主

な目的として、関連技術の現状、研究開発動向を総合

的に調査した。 

 また、研究実施に必要な立体映像部品用画像シミュ

レーションシステムと実験用撮像機構について設計・

検討を行い、その導入を図った。画像シミュレーショ

ンシステムの構成概要を図２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 ア．物体を立体映像情報として部品化する技術

 

目標： 実写から得られた立体物の映像情報を、数Ｍ

    Ｂ程度にまで圧縮し、あたかも立体的な部品

    （立体映像部品）のように取り扱える映像処

    理技術の開発 

  

表１ 研究開発の具体的目標 

課題と目標 具体的開発内容 

・実写と同程度にリアルな立体物の映像を再構成

 できる立体映像部品作成のための撮像手法と形

 状計測技術の確立 

・立体物映像データを、３次元形状データ、テクス

 チャデータ等を含めて数ＭＢ程度にまで圧縮・符

 号化した立体映像部品の作成 

・立体物映像部品のデータ構造・記述法等の提案

 とデータベース化 

課題 イ．部品化した立体物映像データと実写映像を

     合成するコンテント制作技術の開発 

 

目標： 立体映像部品データと実写映像を合成し、誰 
    もが容易な操作により、臨場感の高いコンテ 
    ントを自在に制作できる技術の開発 

・立体映像部品から実写と同程度に高精細（1,000

 ×2,000画素程度）で、任意の照明下で自然な色

 調やコントラストを持つ映像を再構成する技術

 の開発 

・再構成映像と実写映像のリアルな合成を可能と

 し、コンテントを自在に制作できる技術の開発
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図２ 立体映像部品用画像シミュレーションシステムの構成 



 本システムは高画質な映像部品を作成にするのに

十分なＨＤＴＶ装置類で構成するとともに、画像計

測に向いた正方画素形状のサンプリングとし、撮像

機構、カメラ、ビデオディスクレコーダ等のシステ

ム全体を同期システムとして構築した。 
 
 各研究項目毎の研究開発実績は次の通り。 

 

ア「物体を映像情報として部品化する技術」 

アー１  要求条件 

 立体映像部品に求められる基本的な要件について調

査・検討し、その作成システムについての要求条件と

して下記条件を抽出した。 

 ・立体映像部品から再構成される映像は、ハイビ 
  ジョンバーチャルスタジオでの利用に耐える程 
  度に高画質であること 

 ・映像部品として任意の照明条件下での映像が再構 

  成できること 

 ・スタジオ用映像部品として、スタジオでのカメラ 

  ワークに対応した映像が再構成できること 

 ・部品データが数ＭＢ程度にコンパクトで、用途に 

  応じて簡易にデータ量が制御できること 

 ・安価なワークステーションで画像のリアルタイム 

  表示が可能となる技術であること 

 

アー２ 立体物撮像手法 

 立体物の撮像手法について、撮像時の照明の与え方、

撮像光学系のキャリブレーション法、対象物体の表面

反射特性の取得法、撮像した映像から撮像時の照明条

件を排除する方法等、関連技術の調査・検討を進める

とともに、簡易な実験用撮像機構を考え、その仕様を

定めて装置を導入した。 

 実験用撮像機構は、立体物を水平・垂直両方向に回

転した画像を取得することができ、カメラの垂直同期

信号に同期して駆動され、位置再現精度が極めて高い。 

 図３に本撮像機構の外観を、表２に主な仕様を示す。 

 

アー３ ３次元画像解析 

 ３次元光計測技術、レンジファインダーやシルエッ

トベースの３Ｄモデリングシステムにおける形状計測

法等について調査するとともに、提案手法である連続

フレーム画像を用いた多視点画像マッチング法につい

て、期待できる形状計測の精度、対応点検出の高信頼

化等の検討を進めた。その結果、計測精度やマッチン

グの評価値を向上するための各種の手法が明らかにな

り、今後の研究に向けての指針が得られた。 

 
   図３ 実験用撮像機構の外観 

 

   表２ 実験用撮像機構の主な仕様 

ロータリーテーブル カーブブーム装置 
最大搭載質量 10 kg 円弧レール半径 R:1300mm 

最大回転速度 60deg/sec 動作範囲 ＋40～-10deg

回転範囲 ±∞ 最大回転速度 4deg/sec 

位置精度 ±0.1deg以下 最大カメラ質量 10kg 

高さ調整範囲 Max.150ｍｍ 位置精度 ±0.1deg以下

質量 8 kg 質量 120 kg 

電源 AC100V 

Max.2A 

電源 AC100V 

Max.6A 

外形寸法 φ200mm､ 

H 200mm 

外形寸法 W750×H1850 

×D870mm 

 

アー４ ３次元モデリング 

 既開発の３Ｄモデリングシステムの技術内容を調査

するとともに、Image-Based Rendering や光線空間法

など、最近の画像表示技術の映像部品作成用途への適

用性について検討した。その結果、任意の視点、任意

の照明条件の下での立体物の画像を再構成するには、

従来の形状データ、テクスチャデータを有するモデル

の高度化が必要であること、複雑な形状あるいは特徴

点の少ない対象物に対しては、複数の手法の併用も検

討する必要があることなどが明らかになった。 

 

イ「部品化した立体映像データと実写映像を合成する 

  コンテント制作技術」 

イー１ 要求条件 

 バーチャルスタジオでの映像デザイン、再構成画像

と実写映像との合成時の違和感等について調査・検討



した。その結果、現状では映像部品のクオリティが低

くコンテント制作には使えないこと、実際の番組制作

においては、いわゆる“ヨゴシ”や“動画” が画面を

生かしている場合が多いこと、実写映像との合成シス

テムについては、いわゆるポストプロダクション処理

との機能の棲み分けを考える必要があることなどが明

らかになった。 

 

４．まとめ 

 平成１０年度は本研究開発の初年度として、関連

技術の研究開発動向を総合的に調査し、次年度以降

の方針を明確にした。また、研究実施に必要なシス

テム・装置等の導入を図った。 

 平成１１年度は前年度の調査・検討の結果を踏ま

え、立体映像部品作成に適した立体物の撮像方法、

多視点画像マッチング法による立体物の３次元形状

計測の高精度化、表面の反射特性の取得法、撮像時

照明条件の排除法など、研究開発課題の「ア」に 
重点をおいて、要素技術の研究開発を推進する。 
 
 
 
 
 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 また、各種モデリング手法の客観的評価に資する

ことを目的として、物体の複雑さのレベルについて

の検討も進める。 
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